1型、2型糖尿病患者における閉塞性無呼吸症候群の危険因子の比較:DIACET2014を用いた横断研究 by 沈 卓
Comparison of the Risk Factors for Obstructive
Sleep Apnoea between Type 1 and Type 2
Diabetes Patients: A Cross-Sectional Study
Using the Diabetes Study from the Center of
Tokyo Women’s Medical University (DIACET)
2014
著者名 沈 卓
発行年 2020-01-17
URL http://hdl.handle.net/10470/00032648
主 論 文 の 要 約 
Comparison of the Risk Factors for Obstructive Sleep Apnoea between Type 1 
and Type 2 Diabetes Patients: A Cross-Sectional Study Using the Diabetes Study 
from the Center of Tokyo Women’s Medical University (DIACET) 2014 
（ 1 型、2 型糖尿病患者における閉塞性無呼吸症候群の危険因子の比較：
DIACET 2014 を用いた横断研究） 
                   東京女子医科大学 糖尿病・代謝内科学教室  
（指導：馬場園哲也 教授・講座主任）㊞ 
                     沈 卓  
 Tokyo Women’s Medical University Journal, in press（doi: 10.24488/twmuj.2019004） 
 
【背景・目的】 
2 型糖尿病に閉塞性無呼吸症候群(obstructive sleep apnoea、以下 OSA)を合
併する頻度が高いことはよく知られているが、1 型糖尿病については海外から
の報告に限られており、わが国における研究は見当たらない。本研究は、当科
通院糖尿病患者を対象とした前向き観察研究である DIACET のデータを用い、
糖尿病合併症や治療状況と OSA の関連を、糖尿病型別に明らかにすることを
目的とした。 
【対象および方法】 
対象は、DIACETに参加した当科通院中の糖尿病患者 7,107名（1型 1,269名、 
2 型 5,838 名）である。OSA の有無は、自記式質問票によりその診断歴の有無
を確認した。HbA1c、BMI、腎症などの合併症の有無・重症度を診療記録より
抽出し、低血糖症に関する情報、大血管障害の既往など調査票から得られた情
報とともに、OSA との関連を 1 型、2 型糖尿病別に検討した。 
【結 果】 
OSA 診断歴のある患者は 1 型糖尿病 20 名（1.6%）、2 型糖尿病 421 名（7.2%）
であり、1 型で有意に少なかった（p<0.0001）．1 型糖尿病において、OSA 患者
は男性が多く、年齢・BMI が高く、推算糸球体濾過量（以下 eGFR）は低値で
あった（いずれも p<0.05）。2 型糖尿病でも同様に、OSA 患者で男性が有意に多
く、BMI、HbA1c は高値、eGFR は低値であった（p＜0.05）。2 型糖尿病全例を
対象とした単変量ロジスティック回帰分析で、神経障害、虚血性心疾患、脳血 
管障害、および壊疽の有無と OSA に有意な関連を認めた。糖尿病型別の多変量
ロジスティック回帰分析では、男性が両病型に共通した OSA の独立した危険
因子であり、1 型糖尿病では年齢、BMI、重症低血糖が、2 型糖尿病では脳血管
障害、虚血性心疾患、足壊疽がそれぞれ有意な危険因子として選択された。 
【考 察】 
欧米におけるポリソムノグラフィーを用いた研究では、１型糖尿病患者にお
ける OSA 有病率は 40-46%と報告されている。本研究の日本人１型糖尿病患者
における有病率は 1.6%と低値であった理由として、自記式質問票による調査の
ため未精査の患者もあり有病率が過小評価された可能性、さらに日本人では欧
米人に比べて肥満症例が少ないことが影響していると考えられる。本研究では
１型糖尿病で重症低血糖が OSA の危険因子であった理由として、低血糖時に
舌根沈下が起こり、OSA を併発する可能性が推測された。2 型糖尿病では、既
報同様 BMI、男性、脳血管障害、虚血性心疾患、足壊疽が OSA の独立した危険
因子であった。 
【結 論】 
本研究の結果、1 型糖尿病患者において重症低血糖が OSA の独立した危険因
子であることが明らかとなった。若年や痩せ型であっても重症低血糖を認める
1 型糖尿病患者において、いびきや日中の眠気が強いなど OSA が疑われる場合
には、ポリソムノグラフィーなどによる積極的な精査が必要と考えられた。 
 
 
